
 

 

    

あめのひ。そらまめくんが はっぱの かさを さ

して でかけると、びしょぬれの さやえんどうさん

が…。 「ありがとう」のきもちやあたたかい感
かん

情
じょう

を

はぐくむ絵
え

本
ほん

。           （なかやみわ作
さ く

 小
しょう

学
がく

館
かん

） 

まちへひっこして、あたらしい ばしょに なじめない

ナイラ。あるひ、そらに ほうきぼしが あらわれて

…。少
しょう

女
じ ょ

が新
あたら

しい「おうち」を取
と

り戻
もど

すまでをえがく。 

            （ジョー・トッド・スタントン作
さ く

 評
ひょう

論
ろん

社
しゃ

） 

調
しら

べてびっくり！テントウムシ   K486 ﾓ 真
ま

昼
ひる

のユウレイたち     K913 ｲ 

みんなに好
す

かれるテントウムシ。ホシの数
かず

は決
き

まっている？何
なに

を食
た

べている？ 天
てん

敵
てき

は？ 日
に

本
ほん

には何
なん

種
しゅ

類
るい

いる？ 世
せ

界
かい

中
じゅう

に仲
なか

間
ま

がいるテントウ

ムシを詳
くわ

しく紹
しょう

介
かい

。          （少年
しょうねん

写
しゃ

真
しん

新聞
しんぶん

社
しゃ

）         

子
こ

どものころに亡
な

くなった双
ふた

子
ご

の 妹
いもうと

が、年
と し

をとった

姉
あね

のもとに姿
すがた

を現
あらわ

し…。真
ま

昼
ひる

に現
あらわ

れるユーレイた

ちの、どこかおかしくて切
せつ

なさが心
こころ

にしみる４つの物
もの

語
がたり

。                    （岩
いわ

瀬
せ

成
じょう

子
こ

作
さ く

 偕
かい

成
せい

社
しゃ

）  

私
わたくし

の職
しょく

場
ば

はサバンナです！ YA482 ｵ 文
ぶん

通
つう

小
しょう

説
せつ

        YA913 ﾏ 

南
みなみ

アフリカ政
せい

府
ふ

公
こ う

認
にん

の日
に

本
ほん

人
じん

サファリガイド

が、動
どう

物
ぶつ

たちの面
おも

白
しろ

い習
しゅう

性
せい

や魅
み

力
りょく

をたっぷり紹
しょう

介
かい

。環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

や、人
ひと

と自
し

然
ぜん

が共
きょう

生
せい

するために大
たい

切
せつ

なことも伝
つた

える。    （太
おお

田
た

ゆか著
ちょ

 河
かわ

出
で

書
し ょ

房
ぼう

新
しん

社
しゃ

）                        

中
ちゅう

学
がく

最
さい

後
ご

の登
と う

校
こ う

日
び

、ちさとは親
しん

友
ゆう

の貴
き

緒
お

から引
ひ

っ越
こし

しを告
つ

げられた。はじまるのは本
ほん

当
と う

の「文
ぶん

通
つう

」。

貴
き

緒
お

が遠
とお

くへ行
い

ってしまう現
げん

実
じつ

を、その単
たん

語
ご

に感
かん

じと

ったちさとは…。          （眞
ま

島
しま

めいり作
さ く

 講
こ う

談
だん

社
しゃ

） 

書       名 著   者   名 ジャンル ラベル 

読んで旅する海外文学 重 松  理 恵 読書案内 019.9 ｼ 

名画のコスチﾕーム 内 村  理 奈 民 族 383.1 ｳ 

さっと！つるっと！夏麺  重 信  初 江 料 理 596.3 ｼ 

 林  真 理 子 エッセイ 914.6 ﾊ 

 香港警察東京分室     F ﾂｷ 

三たび映像化が頓挫した小説「夜果つるとこ

ろ」。 その“呪われた”小説の謎を追う小説家・蕗

谷梢は、豪華客船という「密室」で、関係者たちに

取材する。２週間の旅の最後に辿りついた真実と

は…。                 (恩田陸著 集英社） 

日本と中国が協力する特殊共助係、別名「香港

警察東京分室」。メンバーは、香港でデモを扇動し、

助手を殺害して日本に逃亡した犯人を追って密輸

業者のアジトに潜入するが、香港の犯罪グループ

が襲撃をしかけ…。         (月村了衛著 小学館） 

        墨のゆらめき      F ﾐｳ        ひむろ飛脚       F ﾔﾏ 

都内のホテルに勤務する続は、招待状の宛名

書きの依頼で書家の遠田を訪ね、なぜか手紙の

代筆を手伝うことに。あらゆる筆跡を自在に書き

分ける遠田と接するうち、続は文字が放つきらめ

きに魅せられ…。       （三浦しをん著 新潮社）               

嘉永６年の元日。加賀藩は異例の暖冬で「氷献

上」に必要な氷が全く作れないことに弱りきってい

た。ひと月後、信州で見つけた氷には８０名もの先

約が。窮地を救うため飛脚たちが立ち上がる！ 

                   （山本一力著 新潮社）              

 

子ども・ＹＡ(中・高生向け) 

 

ほん あ ん  な い 

小
説 

四十雀、跳べ！ 

ほうきぼしのまほう      E ﾄﾂ       

 

 

小
説 鈍色幻視行      F ｵﾝ 

小
説 

 

 

小
説 

一般 

そらまめくんの ありがとう    E ﾅｶ 


